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 In recent years, the use of the Internet through the smart device that is the 
representation of smartphones is rapidly increasing. On the other hand, in the ICT 
environment of the university, place and time for the use are still largely constrained, which 
is a problem for its easily-used spread. In this study, we examined the possibility for the use 
of smart devices while learning outside the classroom in order to complement the ICT 
environment offered by the university. As a result, the following two points have been 
showed. ① The main time zone and the place used by the majority of the students are 
suitable for the learning outside the classroom. ② It is clear that it is without reference to 
the anxiety about the use of the Internet that the students have a positive attitude to use 
actively smartphone while learning. Based on the above, it is suggested that the possibility 
of the learning environment through the smartphone can be availably utilized to the 
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100％に近い。続く「よく利用する情報源」へのアクセスにおいて，スマホによる HP 閲覧が PC
のそれを20％も上回っていることが読み取れる。また，図３から最も頻繁にアクセスするツール












一回目の調査結果は，図 1～図 4 に示している。 
図 1から分かるように，よく使う情報通信機器はスマホで，「ある程度使う」を入れるとほぼ 100%
に近い。続く「よく利用する情報源」へのアクセスにおいて，スマホによる HP 閲覧が PC のそれ
を 20％も上回っていることが読み取れる。また，図 3 から最も頻繁にアクセスするツールでは
LINE が断トツ首位で，こちらも「ある程度使う」を入れると 97%にのぼる。続く twitter は「あ
る程度使う」を入れると 8 割を超すが，Facebook は 3 割にも満たない。 
表 1 から分かるように，利用場所については，「ある程度使う」を入れた上位３項目は「自宅(下
宿)」が 91.8%，「キャンパス内」が 86.3%，「電車・バスの中」が 54.0%となっている。また利用時
間帯の上位３項目は，「学内の空き時間」の 80.8%と「帰宅後寝るまで」の 78.7%に，「帰宅途中」






図 1 情報通信機器の利用状況 
 
 





































































よく使う ある程度使う たまに使う 全く使わない
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図 1 情報通信機器の利用状況 
 
 











































































図 3 アクセスツールの利用状況 
 
表 1 スマホのよく使う場所と時間帯 
よく使う ある程度使う たまに使う 全く使わない
自宅（下宿） 87.7% 4.1% 1.4%
キャンパス内 82.2% 4.1% 0.7%





学内の空き時間 78.1% 2.7% 1.4%
帰宅後寝るまで 75.3% 3.4% 1.4%
帰宅途中 37.7% 0.7% 0.7%
起床から家を出るまで 32.2% 3.4% 0.7%











































































































自宅（下宿） 87.7％ 4.1％ 1.4％
キャンパス内 82.2％ 4.1％ 0.7％






学内の空き時間 78.1％ 2.7％ 1.4％
帰宅後寝るまで 75.3％ 3.4％ 1.4％
帰宅途中 37.7％ 0.7％ 0.7％
起床から家を出るまで 32.2％ 3.4％ 0.7％
通学途中 30.8％ 0.7％ 0.7％
その他  2.7％
アルバイト中  2.1％




















図 3 アクセスツールの利用状況 
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図 5～図 7 は，2 回目の調査結果である。図 5 は授業に関する項目におけるスマホの利用状況に
ついての結果である。それによると，「教員への連絡」以外のいずれの項目においても，半数程度あ
るいはそれ以上の学生が授業に関連する事項においてスマホを利用していることがわかる。そして，
図 6 はスマホの学修活動への利用をどう思うかを問うた設問であるが，9 割近い学生が授業外学修














図 5 授業関連項目におけるスマホの利用状況 
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図 5 授業関連項目におけるスマホの利用状況 
 
  
























































図 7 各学修場面でスマホは有効利用できるか 
 
IV 考察 
まずは，１回目の調査結果を示す図 1 と図 4 及び表 1 から，約 6～8 割の学生はインターネッ
ト利用において何らかの不安を抱えながら，キャンパス内の空き時間あるいは帰宅後就寝まで，比
較的長時間にわたり，スマホを利用しているというのが，今の大学生のネット利用の姿が浮き彫り
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